Rheingold
(オサリバン氏、非公式ルール)

Game Components

The Map
ボード上には、３種類のタイプが存在する。スタートマス、通常マス、城。

移動は点線に沿ってのみ可能。スタック制限は無し。

スタート地点を除き、各マスには手番の終了時、複数のプレイヤーの部隊が混在する事はできない。

The Pieces
基本的なユニットが小騎士で12ある。ちょっと大き目の中騎士が２騎士分、大騎士が５騎士分を表す。

これらはいつでも、適当な比率で交換できる。

軍隊の編成には制限がある。最後の駒はシールドで、防御専用です。rule4で説明する。

各プレイヤーは対応する色の全ての駒を取る。プレイ人数は３～５人。

Game Summary
各プレイヤーは、自分のターンに次の行動を以下の順で行う。

1.新しい騎士をボード上に出す。
　
rule1

2.3つのマーチを作る


 
rule2

3.戦闘　                 


rule3

4.城を包囲する        


rule4

ゲームは最後から２番目の城が取られた時、終了する。その時点で全ての城ポイントを計算する－－まだ占領されていない城は最後から２番目の城を取った人のものになる。一番多くのポイントを稼いだ人が勝ち

1)騎士の補充
自分のターンのはじめに、プレイヤーはダイスを１回振る。６つのスタートマスはダイス目に対応している。

可能なら、１つの騎士をボード外から対応するマスにおくことができる。

同色の２つ以上の騎士が同じスタートマスにいてはならない。もし、振った目のところに既に自分の騎士がいる場合は、そのターン新しい騎士を出す事はできない。

スタートマスは複数の色の駒が混在しても構わない唯一の場所で、ここでは戦闘は発生しない。

いったんスタートマスから出たら、通過するだけであっても、二度と後戻りはできない。
2.Movement

各プレイヤーは新しい騎士を出した後、３つまでマーチを組める。マーチは騎士の移動を表す。

マーチは隣接する場所のみ可能です。スタートから通常マス、通常マスから別の通常マス、通常マスから城、城から通常マスです。

１つのマーチでは、同じ場所から移動し、同じ場所で終わる限りは、好きなだけ騎士を移動できる。

プレイヤーは１つの騎士を２つの別の騎士のマスに移動させると、それで１マーチになる。

その後、３つの騎士が移動すると、それで２マーチ目になる。この場合、２マーチ目で３つの騎士を移動させるならば、同じ場所で移動を終えなければならない。もし、１つの騎士がどこかに移動し、別の２つの騎士が別の方向に移動すれば、２マーチ分必要になる。新しく登場した騎士は、登場したターンに、もし望むなら移動しても良い。全ての戦闘や城の包囲は移動の後に起こる。騎士は他のプレイヤーの騎士のいるところに移動するか、陥落していない城に移動した時はそこで止まらなければならない。

もし、まだマーチが残っている時は、戦闘に関与していない別の騎士を動かしても良い。

（フランスルールでは、全てのマーチを消費しなければならないが、ドイツルールでは、私（ステファン）が確認した限りでは任意でした。ここでは、ドイツルールで進めます）

3.Fighting Battles:

戦闘は普通の場所で行われる。包囲攻撃は、Rule4の城での攻撃で説明する。

全てのマーチが終わった後、戦闘が解決される。

戦闘は、より多くの騎士がいるプレイヤーが戦闘に勝つ。多数が勝つというシンプルルールです。

負けた騎士は全て取り除き、プレイヤーに戻す。この騎士は再度、ダイスを振ってボード上に復帰できる。

「Steffanの改良ルールでは、負けた方は、勝者との差分を取り除く。勝者が５騎士、敗者が４騎士の時は、敗者は差分の１騎士を取り除くだけで良い。残った騎士は必ず撤退しなければならない。撤退は、以下のいずれかを行う。

１）負けた側の騎士が少なくとも１つは存在する隣接する通常マスに移動

２）負けた側の騎士が少なくとも１つは存在する隣接する城に移動

３）誰もいない隣接する通常マスに移動

撤退した騎士は、一緒にいなければならない（分割不可）。上記の条件に合致しない騎士は、消滅する。

攻撃側の騎士は、３マーチ内であれば、同じ場所から移動してくる必要は無い。

4.包囲と城
城を取るためには、包囲しなければならない。全ての城にはゲーム開始時、中立軍が存在する。

この兵力はマップ上、剣のマークに数字で表されており、その強さは１～３です。

中立軍のいる城を攻略するには、少なくとも剣に書かれた数字の２倍の兵力を移動させる必要がある。

例えば、もし城に２兵力あるなら、少なくとも４騎士で城を攻撃しなければならない。

Pfalz bei Kaubを除く全ての城は１方向から攻撃される。Pfalz bei Kaubは一度に両側から攻撃される。

陥落した城には必ず１人は残さなければならない。他の騎士はマーチに参加させて構わない。

城を取ったら、そこにシールドを１つ置くことが出来る。シールドはボードの外でも中でもいつも裏向きに置く。

各プレイヤーは６つのシールドを持ち、３つは０、あとは１と２と３です。

フランスルールでは城を落とした時シールドを置くことを義務づけしているが、ステファンはドイツルールではこれは任意であり、間違っている考えている。それ故、フランスルールでは６つまでしか城を持てない。

プレイヤーが６つの城を持っている状態で他人の城を包囲した時、その戦闘には勝つが、城を獲得する事はできない。城は、元の持ち主に戻される。これはもし３人プレイなら非常に馬鹿げている。フランスルールでは３人用のパリアントとして４つのフリーな城が紹介されているが、具体的な説明が何もない。

城にシールドを置きたいプレイヤーは自分のシールドをひとつランダムに引いて、それを見た後、裏向きに城に置く。誰かがその城を攻撃するまで城のオーナーのみがシールドを見る事ができる。

※ドイツもフランスもランダムルールを採用しているが、自分の意志でシールドを置ける方がゲームとしては

ベターであると考える。

シールドが城に置かれたら、占領されるまでそこに残る。シールドを移動させたり変更する事はできない。

もし、城にシールドを置かなかったら、後でそこに置くことは出来ない。（この城が占領されて再占領しない限り）

城に置けるシールドは１つだけです。

他人に占領させている城を落とすのは、中立軍の時と同様に、城の戦力の２倍で攻めれば良い。一旦プレイヤーによって占領されたら、剣のマークは使用されない。代わりにシールドの数値が防御力に加味される。

城を包囲する時は、２倍の兵力をで戦わなければならない。攻撃側は、城に戦力を送り込んだ後、密かにシールドを見る。もしシールドと防御側の兵力の２倍以上の戦力があれば、城を獲得し、全ての騎士とシールドを防御側に返す。シールドは、他のプレイヤーに見えないように返します。新しいオーナーは最低１名はそこに残さねばならない。また、任意でシールドを置いて良い。

もし、攻撃側が負けた時は、シールドを元に戻し、そこにいる全ての戦力をボードから取り除く。

これは後でダイスを振って復帰可能。

「ステファンの提案としては、攻撃側は全てを失うのではなく、差分の２倍を失う。

たとえば、１戦力のところに６人で攻めて行った。シールドは３だった。攻撃で勝つには８戦力必要となり、

２戦力不足している。２倍は４です。よって、４人が失われ、残り２名は元いた場所に撤収する。

」

ゲームの終了：

１つを残して全ての城に騎士が１人はいる状態になった時終了する。

勝利ポイントを計算して、一番多い人が勝ち。勝利点は城の剣に書かれた数字です。

最後の城を取った人は残った城のポイントも獲得する。同点の時は取った城の数の多いプレイヤーです。
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